
   10 月号                                    熊本県厚生連診療所 

発病率を下げる効果 

重症化を予防する効果 

  

 
      
 

 
    

 

    今年もインフルエンザ予防接種の時期がやってきます。 

    インフルエンザワクチンは効果が現れるまでに、接種後約 2 週間を必要とします 

   ので、流行前の接種が必要です。 ※ワクチンの効果が持続する期間は約 5 ヶ月です 

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      ＜ワクチンの効果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

     ワクチンを接種することで、インフルエンザにかからないというわけではありませ 

   んが、①「かかりにくくなる」、②「症状が軽くて済む」などのメリットがあります。 

    特に、抵抗力の弱い小児や高齢の方は早めの接種をお勧めします。 

        

 

    

  

    

厚生連診療所では 11 月の実施を予定しております。 

   お気軽にお問い合わせください。  

 

＜問い合わせ先＞ 

熊本県厚生連診療所 

 TEL：（096）328-1055 

 内線：2800 

ウイルスが口や鼻から体内に侵入します。 

体内でウイルスが増殖します。 

数日の潜伏期間があります。 

発熱、喉の痛み、関節痛などの症状出現 

多くの場合は 1 週間程度で回復しますが、 

まれに肺炎や脳症等の重い合併症・死亡 

インフルエンザウイルスは 

「低温乾燥」を好み、12 月～2月頃 が流行のピーク！！ 

★インフルエンザの経過・予防接種の効果★ 


